
 

 

 

 

『 令和８年度のスタートにあたり 』 

                             校長 竹山 正弘 
 

明るい日差しが眩しく感じられる季節になってきました。桜の開花に続き、様々な草花も芽吹き始め、清々しい

気持ちにさせてくれています。令和８年度がスタートしました。４月７日の着任式・始業式では、新しい先生方を

お迎えする中で、新２年生、新３年生の凛とした姿にとても感心しました。先輩方から受け継いだバトンを、皆さ

んがこれからどのように膨らませ次に繋いでいくのか、とても楽しみです。 

４月８日の入学式では新入生９５名を迎え、全校生徒３０６名でのスタートとなりました。式中の新入生の一人

一人のしっかりとした返事や新入生代表の誓いのことば、在校生代表のことばには、これから新しい取組に挑戦し

ていく決意とともに互いに支え合う温かい気持ちが交わり、緊張感と期待が交差する立派な式となりました。 

大事にして欲しいことが２つあります。まず『あいさつ』です。三中生のあいさつには、日頃から感心してい

ます。「おはよう」「こんにちは」「ありがとう」「さようなら」など、当たり前のように交わされていますが、

『あいさつ』には「まず自分の心を開くことで相手の心を開き、相手の心に近づく」「互いに存在を認め合う」と

いう、人として大切にしなければならない品格が凝縮されていると思います。たとえ時代が変わろうとも、大事な

ものは大事ですし、良いものは尊いのです。共生社会を目指す中で、様々な人々が垣根を越えて交わる第一歩がこ

の『あいさつ』ではないでしょうか。大切にしていきましょう。 

《あいさつの４ヵ条》 

「あ」・・・明るく、温かく 

「い」・・・いつでも、誰にでも 

「さ」・・・先にすすんで 

「つ」・・・続けて、次の言葉を 

もう一つは、「理想を語り、夢を追いかけよう」ということです。皆さんにとって、自分を奮い立たせ行動に移

す原動力となるものは何でしょうか？ 私は、理想や夢を膨らませ、その実現に向けた情熱ではないかと思います

が、いかがでしょうか？ こうありたいとうイメージやビジョンを思い描くことでこそ、夢や理想の実現の可能性

が出てきます。イメージやビジョンがもてないままでは、実現も何もありません。現代社会は、環境問題や国際情

勢などの様々な課題が顕著化し、世の中の閉塞感が否めない状況もあります。しかし、こうした中で何ができるか

を考え、知恵を絞り乗り越えることの一つ一つの達成感が、新たな創造を生み出す契機となっていくものと思って

います。ですから、生徒のみなさんには「理想を語り、夢を追いかけよう」と言いたいのです。目指すものが見え

てきたら、やりながら考え、考えながら追求していこうと言いたいのです。 

 

先月の卒業式の式辞で、次のような内容を話しました。 

世の中は、地球規模の気候変動、貧困問題、戦争や紛争などの不安定な国際情勢、AIとの向き合い方など、私
たちの予想よりもはるかに早いスピードで変化しています。そして、これまでのセオリーが通用しない、予測不
可能な未知の世界が待ち受けています。これまでは正解のある知識を学ぶことが多かったと思いますが、これか
らは「正解のない問い」に直面する機会が多くなり、より最適な解決策を見つけていくことが求められてきます。 
その際に、是非、大切にしてほしい話が２つあります。一つは、中東アフガニスタンで、荒れ果てた荒野に立

ち、医療支援と豊かな農地を目指す緑地事業に尽くした、中村 哲さんの言葉。「『国境を越えての協調・協力』と
は、誰もが納得する美しいスローガンである。しかし、求められる具体的行動がいざ我が事になると、誰もが土
壇場で躊躇する。誰もそこに行かないから、私たちが行くのです。誰もしないことだから、私たちがするのです。」
とあります。 
もう一つは南米ウルグアイのムヒカ大統領の国連でのスピーチ。「人は幸せになろうと思って生まれてきたの

です。社会が発展することが、幸福をそこなうものであってはなりません。発展とは、人間の幸せの味方でなく
てはならないのです。なぜなら、幸せこそがもっとも大切な宝だからです。人類が幸福であってこそ、よりよい
生活ができるのです。」とあります。こうした先人の心の叫びを受け止められる皆さんであると信じています。 
本日、卒業していく皆さんの活躍にも、明るい未来が託されています。今後、どのような時代にあっても、こ

れまで本校で学び身に付けた、広い視野で考え創造していく力、コミュニケーションによる相互理解と協調性、
そして、事を成していく上での粘り強い努力と積極的な行動力を基にすれば、必ずや「よりよく生きる」道は開
けます。様々な出合いを大切にし、どうぞ、「責任ある自由」の理念のもと、自分の力を信じて、これからの新し
い生活、新しい時代に向かってください。                       ― 裏面に続く ― 
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武蔵野市立第三中学校 
学校だより  



第三中学校は、保護者・地域の皆々様からの並々ならぬご支援を賜る中ですばらしい歴史と伝統が創り上げら

れ、今日があると確信しております。教職員が一丸となり、生徒・保護者・地域の方々とともに、本校の５つの教

育目標「知性豊かな人になろう」「情味ある人になろう」「品の良い人になろう」「健康な人になろう」「骨身を

惜しまず働く人になろう」のもと、伝統の継承と新たな創造を目指し更なる高みへと邁進して参る所存です。皆様

のご支援とご協力を賜りますよう、どうぞよろしくお願いいたします。 
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4 月のおもな予定  
  

4/7 火  着任式・始業式 職員会議 20 月  内科検診（３） 

８  水  第 76 回 入学式 21 火  全国学力・学習状況調査①(３) 尿検一次予備 

９  木  対面式 安全指導 給食開始(2,3 年) 22 水  武教研総会 ４時間授業 

10 金  身体計測 給食開始（１年） 23 木  全国学力・学習状況調査②(３) 内科検診（２） 

13 月  眼科検診 個人・クラス写真撮影 27 月  内科・脊柱側弯・心臓検診（１） 

14 火  正規時間割始 尿検一次 部活動説明会 生徒会委員会・運営 28 火  開校記念日 

15 水  尿検一次予備 職員会議 29 水  昭和の日 

16 木  避難訓練 歯科検診 30 木  耳鼻科検診 

17 金  保護者会 ４時間授業  
 


